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 Primary Production in Nagasaki Bay 

    Haruhiko IRIE,  Syozi IIZUKA 

     and Takesi KAZIHARA

    The collaborators of Nagasaki University carried out the work in 
Nagasaki Bay according to the methods determined in our liaison meeting. 
The results were briefly described with the figures and table concerning 
chlorophyll amount, rate of photosynthesis and cell number of phytoplankton.
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深度を増すと共に減少するが，2倍透明度水深の層で表層値の1／1．フ（湾奥部）及び1／1．4

（湾外域）に減少する．季節的には冬期の1時期（1月）と雨期及び夏期から初秋に到る

期間（6月～9．月）に高く；春期（3月～4，月）旧び秋期から初冬にかけて（ll月～12月

）低いが，本調査のみではこれを例年の傾向と認みてよいかどうかについて結論は得られ

ない．湾外域では冬期1月に多出現期が顕著である他は9月に多いが，これは湾奥部の出

現傾向と一致しない．Fig．2に年間の層別・水域別出現を示したが，傾向としても明瞭で

はなく，細胞数の出現傾向とも厳密には一致しない．

2．光合成量

　タンク法で測定した　（13，0001ux，現場水温）湾内外水の植物プランクトン光合成量は，

湾奥部（St．3）で12．26Cmg／M3／hr，湾外域（St．6）で4．13Cmg／M3／hrの年間平均値を

得た．クロロフィル値の場合と同様に，湾奥部の湾外域に対する出現量比は約4倍量で，

湾奥部が著しく多い．層別では表層において高く，深度の増加と共に減少するが，2倍透

明度水深では約1／1．8（St．・3）及び1／1．3（St．6）に減少し，　この場合クロロフィルの傾向

と一致する．しかし対応する個々の資料では，両者間の単純な関係は求め難い．季節的に

は湾奥部で夏期および秋期（lq月まで）に高く，特に6月表層水では年間最高値75．巳Cm9

／M3／hrを記録して顕著で，この月の2倍透明度水深層が4．23Cmg／M3／hrで年間最低値

であることと共に目立っている．湾外域では高水温期の高い出現値も特別に見られず，1

，月の表層水で16．29Crrg／M3／hrを記録したのが顕著である．

Table　1．　Chlorophyll　amount，　rate　of　photosyntheg，　is　and　cell　number　of　diatoms

　　　　in　Nagasaki　Bay　（Oct．，ユ962－Sept．，1963）．

Region

Inner　region

　（St．3）

Outer　region

　（St．6）

Sampling
layer

Surface

Transparency
depth

Double　depth　of
tran　q．　pare　ncy

Chlorophyll
（mg／M3）

Annual
　　　Max．　Min．
mean

6．28　　（ユ8．70－0．94）

5．02　（　7．S7－2．31）

3．78　（　9．50－O．74）

Surface

Transparency
depth

Double　depth　of
transparency

二L。6工　　（　6．56－0．31）

1．24　（　3．05－O．26）

1．ユ5　　（　2．6ユー0．18）

Photosynthesis
（Cmg／M3／hr）

　Cell　number
（ce　lls　×　103／L）

盤’臨一糖1甑M㎞
20．66

16．72

（フ5．5。．4．66）15，885

　　　　　1
（32．56－4．16）1　4，8B3

ユ1．42　　（26．60－4．23），

（31，2フ4－5）

（34，！29－3）

3，716　（35，183－2）

6．IO　（　7．45－2．52）

4．08　（　8．13－1．23）

3．21　（　6．26一］．16）

977　（　4，776－1）

181　（　722－8）

l17　（　622一一9）

3．植物プランクトン細胞数

　湾奥部における最高出現細胞数は5月の3．5×107cells〃（Skeletonema　costatum

97％）で，表層水よりもむしろ2倍透明度水深で高い．この他高位出現例は6月及び9月

にもみられた．出現値はそれぞれ2．6×IO7cells／　e（Skelelonema　costatum　74％）及

び2．9×107cells／　e（Clzaeloceros　socialis　98％）で，いずれも表層から透明度水深に

かけての出現である．最低出現量は103のorderで3．月にみられる．　これらを最高最低値



54 長崎大学水産学部研究報告　第工9号（1965）

MGノ㎡

40．0

so．o

脚
　
㎜

　
」
」
〉
工
臨
O
に
O
」
＝
O

INNER　REGION
　｛ST，3⊃

？

S
s　ss

　ss
　　亀

鷲一・一嘱、

　　　，g”．
”rA

濃
、
匿

　
ζ鰺

吻
Y

　
　
卿
．
、
o

　
．
甑

　
　
！

　
　
　
！
「

　
　
　
　
認

　
　
　
軸
．

　
　
、

　
　
、
、
．
1

　
　
、
㌧

廓（贈駅

80．0

60D

MG！～同XXXIXilll口鰭
　　　　　OUTER　REGtON
10．OP　CST，6）

IV　V　VI　W　VM　ur　X

　　　　　　諭h

l　II　1“　tV
1963

　
　
O
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
G

　　

I
　
　
⑳
　
　
　
鋤

ω
一
ω
国
エ
ト
Z
＞
ω
O
↑
O
エ
n
こ
O
U
」
ヒ
匡

INNER　REGtoN
　　（ST．3）

　　　ヨむコ

tx　X　XI　XIl
1962

　
　
、
、

　
2

　
　
，
’
7

　
　
　
　
　
7

　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
、
心

　
　
　
　
、
駈

　
　
冥
、

饗
、 　Ps

　ノ、、

ノ　　、
ノ　　　　ン

．

暑隔鯨

惣文
　SK！．　’iOi

20P

v　vl　vll　vnt　lx　×

Fig．　2．　Seasonal　variations　of　chlorophyll
　　　　　　　amount　in　Nagasaki　Bay
　　　　　　　　　　　　　　　（Sept．　1962　一　Oct．　1963）
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Fig．　3．　Seasonal　variations　of　rate’　of

　　　　　　　photosynthesis　in　Nagasaki　Bay
　　　　　　　　　　　　　　（Oct．，ユ962　－　Oct．，工963）

　　　　　●一●　　Surface
　　　　　α闘闘層朋闘凹醐℃　Transparency　depth

　　　　　x噛一冒駄楓’叩×　Double　depth　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　transparency
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Fig．　5．　Seasonal　variations　of　cell

　　　　　　　number　of　phytoplankton　in　the
　　　　　　　　outer　region　of　Nagasaki　Bay
　　　　　　　　　　　　（Sept．，　1962　一　Oct．，　1963）

　　　　　　e－O　Surface
　　　　　　O…’…朋．’．匿屡層開O　Transparency　depth

　　　　　　×偶ロ隅眠璽順”×　Double　depth　of
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Fig．　4．　Seasona　l　variations　of　cell　number

　　　　　　　of　phytoplankton　in　the　inner
　　　　　　　region　of　Nagasaki　Bay
　　　　　　　　　　　　　　　　　（Sept．，　1962－Oct．　1963）

　　　　　e－O　Surface
　　　　　o・n・・…t・一n””o　Transparency　depth

　　　　　xt一‘一・一・””x　Double　depth　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　transparency
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として，年間平均細胞数は4．8×106cells／　eである．湾外域の最高出現値は4．8×工06cells

／2（Sfeeletonema　60舘σ魏〃274％；6月出現），最低値は工03のorderで，年間平均細胞

数は4．3×105cells〃である．湾奥部と比較して約1／10量の出現である．

　垂直方向では，表層において最も高く，深度を増すと共に減少するが，個々の資料での

傾向は必ずしも一致しない．冬期混合期では各層間の出現値に著差はないが，夏期成層期

では深度による細胞数の減少傾向は顕著である．年間傾向では，2倍透明度水深の出現値

は表層値の約1／1．6て湾奥部）及び約1／5．4（湾外域）で，特に湾外域で減少傾向が顕著で

ある．湾外域におけるこの傾向は　クロロフィルおよび光合成量では認めらられなかった

傾向である．

　以上の諸結果にもとづき，長崎湾では基礎生産性は極めて高いと判断した．特に細胞現

存量から比較検討した結果によれば（詳細は別報の予定），全国内湾のうちでも最も生産

の豊かな内湾例に属するとの結論を得たが，細胞生産が豊かな割には椀脚類の出現量は豊

かではなく，ここに本湾生産系の特徴があるものと推測した．

　終りに臨み，本研究の御指導と御援助を賜わった広大松平康雄教授および名大西条八束

教授・坂本充博士に謝意を表する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　献
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